
私たちの生活はたくさんの家事から成り立っていて、日々の生活を快適に、か

つ家族が健康で暮らすために欠かすことができないものです。大人が毎日おこ

なっているさりげない行動を子どもたちは興味津々な様子で見ていて、真似をし

たり自ら家事に参加したがったりします。お手伝いはまさに子どもたちの生活体

験の場であり、家族の役に立ちたいという健気な思いの表れでもあります。

子どもからすれば、新しいことへの挑戦はちょっと大人になった気分ですし、

「ありがとう」「助かったわ」というねぎらいは、家族の大切な一員である証で自

己肯定感、自己有用感を強くしてくれるでしょう。

大人の側からすると「子どもに任せるより自分で掃除したほうが楽」、「かえっ

て手間がかかる」と思うかもしれません。しかし、体験しないでその技を身につ

けることができないように、家事も大人から学んだり試行錯誤しながら自分で工

夫したり・・と体験を積み重ねることで徐々にスキルアップしていきます。

お手伝いは、大切な親子のコミュニケーションツールであるとともに、子ども

の自己肯定感、ひいては自立を目指すための必要不可欠な体験といえるでしょう。

ぜひこの本を参考に、ミッケとともにお手伝いのレパートリーを親子で楽しく

増やしてください。同時に、お手伝いを

通して子どもたちが生活の知恵を身につ

け、家族の一員として大切な役割を果た

していることに、大人も敬意を表してほ

しいと思っています。

独立行政法人国立青少年教育振興
機構 理事長。医学博士。
お茶の水女子大学大学院家政学研
究科児童学専攻修了、和洋女子大
学人文学群こども発達学類教授を
経て、2017 年より現職。「子ど
もの早起きをすすめる会」発起人
で、幼児教育の専門家として、保
育者養成や地方自治体の教育委員
として教育行政にも携わる。

お手伝いの意味するもの

独立行政法人国立青少年教育振興機構　理事長 鈴木　みゆき

ほごしゃ・おとなのかたへ

お手伝いにチャレンジすることは、最初はうまくいかないことが多いため、すぐ

にあきらめないことです。「ちゃんと、しっかり！」と気合いを入れすぎたり、「ま

だもっと！」「まだできていない！」と、失敗だけを指摘しないように心がけ

てください。子どもにとって「させられ体験」にならないようにしましょう。

上から目線の鬼コーチではなく、子どものサポーターになってあげましょう。

完璧にやることが目標ではありません。訓練にならないように、「小さなできた！」

をモットーにして関わっていくとよいでしょう。お手伝いを通して、子どもは

バランス感覚を養ったり、指先の機能を高めたり、力加減を調整することが身に

ついていきます。これらの能力は、後のライフスキルの獲得にも繋がっていきま

す。「〇〇ができるようになったね」や「お母さん、うれしかったよ、ありがとう」

などと具体的に何ができたことがよかったのか、子どもにはっきり伝えていくこ

とが大事です。また、できた時には、王冠シールなどを貼って、できたことをみ

える化することも、長続きさせるコツです。さあ、明日から「小さなできた！」

をめざして、一緒にトライしましょう！

神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 リハビリ
テーション学科 学科長・教授。作業療法士。
明治学院大学大学院文学研究科心理学専攻修了
修士（心理学）、広島大学大学院医学系研究科修了
博士（保健学）。作業療法と学校・園の連携を
研究テーマとし、これまで作業療法士として
学校・園を数多く訪問して、発達が気になる
子どもたちの支援に取り組んできた。
NHK特別支援教育番組『ストレッチマン・ゴールド』
番組企画委員も務める。著書多数。

子どもの『できた！』を
引き出すためにできること

神奈川県立保健福祉大学　リハビリテーション学科　学科長・教授　笹田　哲

ほごしゃ・おとなのかたへ
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